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次期広域地方計画の策定について

広域地方計画協議会

・国の出先機関、地方公共団体、経済団体等で広域地方計画協議会を組織
・計画の策定に向けて、各主体が対等な立場で連携・協力

国土交通省
(国土交通大臣)

広域地方計画
の決定広域地方計画協議会

（官⺠プラットフォーム）

・学識経験者から意見聴取
・市町村からの提案
・地域住⺠の意見
（ﾊﾟﾌﾞﾘｯｸｺﾒﾝﾄ）

≪東北圏≫

≪首都圏≫
≪中部圏≫

≪近畿圏≫

≪四国圏≫

≪九州圏≫

≪中国圏≫

≪北陸圏≫

※北海道総合開発計画、沖縄振興計画とも連携して推進※北海道総合開発計画、沖縄振興計画とも連携して推進

広域地方計画の区域

国の
出先機関

○ 広域地方計画は、国土形成計画（全国計画）を基本として、全国８つの圏域ごとに国土の整備等の方針や目標
を定めるもの。

○ 現在、次期広域地方計画の策定に向け、国の出先機関、地方公共団体、経済団体等で構成される広域地方計画
協議会において、各主体が連携・協⼒し検討を進めているところ（本年1０月に中間とりまとめ（案）を公表）。

○ 今年度末頃（令和８年３⽉頃）の計画策定（国土交通⼤⾂決定）を目指す。

都府県・
政令市

経済団体等
圏域内の
市町村・
隣接自治体
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第第三三次次国国土土形形成成計計画画（（全全国国計計画画））のの概概要要
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1. 南海トラフ地震に対する安全・安心の確保
3. 急速に⽼朽化する社会インフラのメンテナンス
5. 深刻化する人口減少、少子高齢化への対応
7. 四国圏の魅⼒・豊富な地域資源を活かした観光活性化
9. 多様な人々の社会参画等

2. 近年の気候変動により激甚化・頻発化する風⽔害への備え
4. 2050年カーボンニュートラルの実現、⽣物多様性の保全・再⽣
6. 持続可能な地域づくり
8. 国内外との交流を促進し対流を促す結びつきの強化
10. 地域産業の競争⼒強化

現状・課題

将来像・目標
【将来像】

①強くしなやかに自然と共生する安全・安心な四国

②⼈と地域が混ざり合い新たな魅⼒を発揮する四国

③誰もが活躍し、豊かに暮らせる四国

［目標1］南海トラフ地震や風⽔害に対応する安全・安心な四国
［目標2］気候変動対策や⾃然環境の保全・利活⽤により⾃然と共⽣する四国
［目標3］個性ある地域が連携して活⼒あふれる四国
［目標4］歴史・⽂化、風⼟を活かした交流・連携により人をひきつける四国
［目標5］多様性が尊重され、誰もが⽣き⽣きと活躍する四国
［目標6］地域産業の成⻑と創出により競争⼒を発揮する四国

広域連携プロジェクト
1.1 ⼤規模自然災害への防災⼒向上
・ハード・ソフト両面からの防災・減災対
策を推進

1.2 戦略的なインフラメンテナンス
・暮らしを支える社会インフラのメンテナン
スを推進

2.1 四国脱炭素
・再⽣可能エネルギーの導入促進など脱
炭素化を推進

2.2 サステナブル四国
・豊かな⾃然環境や⽣物多様性の保
全・再⽣等の推進

3.1 地域の豊かさと生活の質向上
・持続可能な四国圏を目指し、デジタル
とリアルが融合した地域⽣活圏の形成
の推進

3.2 シームレスな四国を実現する交通・
通信基盤整備
・基幹的な交通ネットワークの整備、地
域公共交通の再構築

3.3 四国の土地・建物の保全・管理
・地域管理構想の策定、荒廃農地の対策、
空き家の発⽣抑制・利活⽤の推進

4.1 四国らしさを活かした持続可能な
観光
・四国遍路等の魅⼒ある歴史⽂化の保
全・継承、新たな観光資源の創出

4.2 観光・交流促進
・観光活性化、圏域内外、国外との連
携・交流を促進

5.1 ダイバーシティ形成
・誰もが暮らしやすく、活躍できる環境
づくりの推進

5.2 安心して暮らせる四国づくり
・交流人口増⼤を図るための、移住・定住
や二地域居住等の促進

6.1 未来の四国を担う産業成⻑
・地域産業の創出促進・投資拡⼤、新
たな市場・販路の拡⼤

6.2 農林⽔産業の生産⼒・付加価値
向上
・農林⽔産業の⽣産⼒向上のための
基盤整備等の推進

「命の道」四国８の字
ネットワークの整備

市⺠⽣活を支えるサービス群
の構築 （香川県三豊市）

お遍路⽂化の継承や瀬⼾内
国際芸術祭等観光交流促進

6.3四国の産業の次世代を担う⼈材
育成
・DX・GXなど次世代産業担う人材の
育成、産業の担い手の確保

地域交通

空き家
活用二地域居住等・

仕事マッチング

学び・
⼈材育成

四国圏広域地方計画中間とりまとめ（案）概要版
（対象区域︓徳島県、⾹川県、愛媛県、⾼知県）
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1.1 ⼤規模自然災害への防災⼒向上プロジェクト

5

(1) 巨⼤災害から生命と暮らしを守る
 巨⼤地震や、流域が⼀体となった風⽔害への備えの強化

地震・津波対策のためのハード整備／激甚化する風⽔害・⼟砂災害対策
／避難者の安全を確保する避難対策／災害情報の迅速な提供と精度向上

 広域的な応援体制の構築及び災害対応体制の強化
広域連携体制・受援体制の整備／災害対応体制の強化

 森林の適切な整備・保全とグリーンインフラの整備、⽔資源の確保
森林の適切な整備・保全／グリーンインフラの整備／⽔資源の確保

(2)災害に強い圏域づくりに向けた取組の促進
 交通・情報通信ネットワークの強化

交通ネットワークの強化／情報通信インフラの強化
 事前防災・事前復興を⾒据えた災害に強いまちづくりの推進

災害に対応可能な地域コミュニティの形成
／ダイバーシティを考慮した災害対応策／災害に強いまちづくり
／災害時の業務継続機能の確保
／災害後の復興を⾒据えたまちづくり／⽂化財の防災対策

 デジタル防災の推進

▲流域治⽔のイメージ
出典︓国⼟交通省「総⼒戦で挑む防災・減災プロジェクト」

ダム事前放流⽔源林(針広混交林)整備

排⽔機場の耐⽔化

◆流域治⽔の推進◆「命の道」四国８の字ネットワークの整備

出典︓四国地方整備局

洪⽔位を下げる河道掘削
◆沿岸部の「三重防護」

出典︓四国地方整備局 高知港湾・空港整備事務所

⾼知港海岸における海岸保全施設の「三重防護」対策
●第１ライン(第⼀線防波堤)︓粘り強い構造への補強等
●第２ライン(津波防波堤・外縁部堤防等)︓地盤沈降等に対応した嵩上げ、
液状化対策等
●第３ライン(内部護岸等)︓地盤沈降等に対応した嵩上げ、液状化対策等

●高規格道路網のミッシングリンク解消・災害時のリダンタンシー確保



3.2 シームレスな四国を実現する交通・通信基盤整備プロジェクト

6

(1)地域生活圏どうし、及び域外とをつなぐ広域交通ネット
ワークの⾼質化

 国際ゲートウェイ機能の強化による国外との交流の促進
 圏域内外の連携・交流の促進

(2)地域公共交通の再構築の促進
 持続可能な地域公共交通の再構築の促進
地域公共交通体系のリ・デザイン
／中山間地域や郊外等における移動手段の確保

 デジタルや新技術を活用した新たなモビリティの充実

◆地域公共交通の再構築
＜JR四国と徳島バスによる共同経営＞
 徳島県南部の阿南〜甲浦間において、JR四国の乗⾞券類により徳島バス
の高速バス(室⼾・⽣⾒・阿南⼤阪線)の途中乗降利⽤を可能とし、同区
間において鉄道とバスを乗り継ぐ場合は通し運賃を適⽤することで、地域間
移動の利便性向上を図る。鉄道・バスという異なる交通モード事業者間で
の共同経営は全国初。

(3)デジタル社会の基盤を担う電⼒・通信インフラの整備
 電⼒・通信インフラの整備
地方創⽣2.0基本構想の基盤を担う電⼒・通信インフラの整備
／中山間地域・半島部・島しょ部等の⽣活・産業を支える通信インフラの整備
／産業基盤を支える通信インフラの整備

出典︓JR四国HP

◆圏域内外の連携・交流の促進

 船舶の⼤型化に対応する-7.5m岸壁
（耐震）の整備を推進

＜⾼松港朝日地区
複合⼀貫輸送ターミナルの整備＞

＜命の道「四国８の字ネットワーク」
の整備＞

出典︓四国地方整備局

●高規格道路網のミッシングリンク解消



広広域域交交流流にによよるる地地域域活活性性化化

～～今今後後目目指指すす姿姿ににつついいてて～～
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出典︓「関⻄・瀬⼾内 インバウンド観光の広域周遊活性化に向けて」報告書 2023年4⽉ 株式会社日本政策投資銀⾏
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広広域域交交流流でで発発揮揮ででききるる強強みみとと可可能能性性



広広域域交交流流でで発発揮揮ででききるる強強みみとと可可能能性性

関関西西はは「「歴歴史史文文化化、、観観光光施施設設、、エエンンタタメメ」」。。四四国国はは「「歴歴史史文文化化」」にに次次いいでで「「自自然然」」がが上上位位

9出典︓「関⻄・瀬⼾内 インバウンド観光の広域周遊活性化に向けて」報告書 2023年4⽉ 株式会社日本政策投資銀⾏

1～～30位位 1～～30位位



10

「移動時間」で見た関西と四国

・・本本四四架架橋橋等等にによよりり、、「「関関西西」」～～四四国国４４県県のの県県庁庁所所在在地地のの移移動動時時間間はは短短縮縮
・・一一方方、、太太平平洋洋側側のの移移動動でではは、、ままだだままだだ時時間間ががかかかかるる
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